
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た

働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け

す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た

働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け

す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た

働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け

30構成組織72人が参加

森本会長団結ガンバロウ

要請書を提出する藤田委員長（左）とくしま新未来創造オフィス（神山オフィス）

連合本部山本副事務局長が来賓あいさつ

男
女
が
均
等
な
機
会
と
待
遇
で

働
き
続
け
る
環
境
づ
く
り
を
要
請

後
期
主
要
課
題
の
方
針
を
承
認

連
合
東
京
と
意
見
交
換
し
認
識
共
有

連
合
徳
島
は
６
月
26
日
、徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
２
０
１
８
年
度

連
合
徳
島
地
方
委
員
会
を
開
き
、執
行
部
・
地
方
委
員
な
ど
30
構
成
組
織

72
人
が
参
加
。２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
を
行
う
と
と
も

に
、後
期
主
要
課
題
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。

7月18日（水）　「クラシノソコアゲ応援団！
　　　　　　　RENGOキャンペーン」（JR徳島駅前）
7月21日（土）　地域元気フォーラムinとくしまⅣ
　　　　　　　（文化の森・徳島県立21世紀館）
7月28日（土）～29日（日）　連合の森（中尾山）
8月  8日（水）～   9日（木）　平和行動in長崎

◎

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
は
２
０
１
８
年
６

月
26
日
、阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
２

０
１
８
年
度
地
方
委
員
会
を
開

催
し
、役
員
、地
方
委
員
63
人
（
内

女
性
15
人
）を
は
じ
め
72
人
が
参

加
し
た
。大
谷
副
会
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
の
後
、自
治
労
・
鈴
木
地

方
委
員
を
議
長
に
選
出
し
た
。

　

連
合
徳
島
森
本
会
長
は
、「
２

０
１
８
春
闘
は
、全
国
的
に
は
昨

年
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。県
内
に
お
い
て
も
昨
年
並

み
の
水
準
を
確
保
で
き
て
お
り
、

こ
の
流
れ
は
、最
低
賃
金
の
審
議

に
も
好
影
響
を
与
え
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、企
画
業
務
型
裁
量
労

働
制
の
対
象
業
務
拡
大
に
つ
い

て
は
、政
府
は
、今
国
会
に
お
け

る
法
案
提
出
を
断
念
し
た
が
、高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

に
つ
い
て
は
、衆
議
院
で
強
行
採

決
さ
れ
、参
議
院
に
移
り
、審
議

が
ヤ
マ
場
を
向
か
え
て
い
る
。野

党
に
は
最
後
ま
で
の
奮
闘
を
期

待
し
た
い
。大
規
模
災
害
に
備
え

る
取
り
組
み
と
し
て
、引
き
続
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
養
成
講
座
に
よ
る
人
材
育
成

と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
防
災

協
力
体
制
の
確
立
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。地
域
を
元
気
に
す

る
取
り
組
み
と
し
て
の
、来
月
開

催
予
定
の
地
域
元
気
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、働
き
方
改
革
が
職
場
環

境
の
改
善
と
人
材
の
確
保
・
育

成
・
定
着
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

中
身
が
必
要
で
、ど
の
よ
う
に
運

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
中
心
に
議
論
が
深
ま
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。政
治
課
題
と

し
て
、現
在
の
連
合
徳
島
推
薦
議

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
・
拡
大

す
る
た
め
、徳
島
県
版
政
策
・
制

度
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
置
に

向
け
、議
論
を
始
め
、自
公
政
権

に
対
抗
で
き
る
新
た
な
政
治
勢

力
再
結
集
の
起
爆
剤
と
な
り
、働

く
者
、生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た

政
権
樹
立
に
向
け
た
闘
い
に
挑

ん
で
い
け
る
状
況
を
つ
く
り
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。労
働
安

全
衛
生
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
徳
島
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、長
時
間
労
働
撲
滅

に
よ
る
労
働
安
全
衛
生
の
推
進

に
努
力
し
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

連
合
本
部
・
山
本
副
事
務
局

長
は
、「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立

場
に
立
っ
た
働
き
方
の
実
現
に

向
け
て
は
、
長
時
間
労
働
の
是

正
や
職
場
に
お
け
る
均
等
待
遇

実
現
な
ど
、
法
改
正
に
先
行
し

た
職
場
の
基
盤
づ
く
り
が
前
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
育
児
や
介

護
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
た
環

境
整
備
な
ど
職
場
に
お
け
る
男

女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
昨
年
を
上
回

る
前
進
が
見
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
構
成
組
織
や
地
方
連
合
会

と
の
連
携
に
努
め
、
社
会
全
体

の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
黒
下

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
長
、

労
働
福
祉
事
業
団
体
を
代
表
し

て
、
藤
岡
全
労
済
徳
島
推
進
本

部
長
、
庄
野
国
民
民
主
党
代
表
、

連
合
徳
島
推
薦
議
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
各
議
員
か
ら
、
連
帯
と
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、島
事
務
局
長

か
ら
一
般
経
過
報
告
、小
谷
財
政

部
長
か
ら
２
０
１
８
年
度
上
半

期
一
般
会
計
報
告
、田
村
会
計
監

査
か
ら
会
計
監
査
報
告
、鎌
谷
役

員
推
薦
委
員
会
長
か
ら
役
員
推

薦
委
員
会
報
告
を
行
い
全
体
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。議
事
で
は
、

　

２
０
１
８
年
６
月
22
日
、
徳

島
地
方
合
同
庁
舎
６
階
会
議
室

に
お
い
て
、
男
女
が
均
等
な
機

会
と
待
遇
で
、
仕
事
と
生
活
の

役
割
と
責
任
を
分
か
ち
合
い
な

が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
男
女
平
等
参
画
社
会
を
め
ざ

し
、
徳
島
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
長
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
女
性
委
員
会
か
ら
４

名
が
参
加
し
た
。
冒
頭
、
藤
田

委
員
長
が
要
請
書
を
手
渡
し
、

室
長
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の

後
①
仕
事
と
育
児･

介
護
が
両
立

で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
に
向

け
て
②
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
た

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
一

元
的
な
相
談
対
応
と
そ
の
周
知

③
性
別
役
割
分
担
意
識
に
も
と

づ
く
言
動
を
な
く
し
て
い
く
重

要
性
④
男
性
の
育
児
休
業
所
得

促
進
を
は
じ
め
と
す
る
仕
事
と

育
児
の
両
立
支
援
⑤
女
性
活
躍

推
進
法
に
も
と
づ
い
た
取
り
組

み
⑥
仕
事
と
不
妊
治
療
の
両
立

支
援
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
最
後
に
、
室
の
職
員

島
事
務
局
長
か
ら
第
１
号
議
案
・

２
０
１
８
年
春
季
生
活
闘
争
の

中
間
ま
と
め
（
案
）、第
２
号
議

案
・
２
０
１
８
年
度
後
期
主
要
課

題
の
取
り
組
み
方
針
（
案
）、矢
鳴

副
会
長
か
ら
２
０
１
８
年
度
連

合
徳
島
役
員
補
充
（
案
）に
つ
い

て
提
案
し
、質
疑
討
論
の
後
、全

体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、自
治
労
・
中
川
地

方
委
員
か
ら
、「
骨
太
方
針
２
０

１
８
で
は
引
き
続
き
地
方
自
治

体
の
財
政
引
き
締
め
が
も
く
ろ

ま
れ
て
い
る
。地
方
財
政
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
が
、市
民
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
い
る
し
、全
国
の
知
事
会
・
市

町
村
町
会
と
連
携
し
国
等
に
強

く
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

自
治
労
と
し
て
自
治
体
財
政
を

圧
迫
し
、地
方
自
治
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
地
方
交
付
税
攻
撃
に

抗
し
、真
の
地
方
自
治
確
立
に
向

け
た
闘
い
を
強
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、連
合
徳
島

　

２
０
１
８
年
６
月
18
日
〜
19

日
、
連
合
徳
島
事
務
所
他
で
連

合
徳
島
と
連
合
東
京
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。
連
合
東
京

か
ら
は
、
小
林
昭
浩
副
事
務
局

長
（
中
南
ブ
ロ
ッ
ク
地
協
事
務

局
長
）、
吉
村
美
樹
組
織
局
部
長
、

平
野
亮
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
地
協

事
務
局
次
長
、
伊
藤
好
麿
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
地
協
事
務
局
次
長
が

来
県
し
、
連
合
徳
島
は
、
森
本

会
長
、
島
事
務
局
長
、
山
本
副

事
務
局
長
、
川
西
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
対
応
し
た
。

　

連
合
東
京
は
、
結
成
30
周
年

を
控
え
た
中
で
、
今
後
の
組
織

運
営
や
連
合
本
部
が
策
定
す
る

「
２
０
３
５
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
向
け

て
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会
等

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

数
県
の
地
方
連
合
と
の
意
見
交

換
を
開
催
し
て
い
る
。

　

連
合
東
京
か
ら
は
、「
組
織
運

営
の
状
況
」「
地
域
へ
根
ざ
し
た

活
動
の
具
体
事
例
」「
丹
東
市
総

工
会
と
の
友
好
交
流
の
経
緯
」

な
ど
、
連
合
徳
島
の
特
徴
的
な

活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
質
問
を

受
け
た
。
連
合
徳
島
か
ら
は
、「
連

合
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
」
と
の
交
流
に
対
す

る
御
礼
と
引
き
続
き
指
導
い
た

だ
く
こ
と
を
依
頼
し
、
連
合
東

京
の
日
常
活
動
全
般
に
つ
い
て

も
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
認
識
共

有
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
連
合
東
京
一
行
は
、

神
山
町
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
運
営
状
況
を
視
察
し
、
県
庁

の
神
山
オ
フ
ィ
ス
で
は
テ
レ
ビ

会
議
室
シ
ス
テ
ム
を
体
験
し
た
。

全
員
が
、
男
女
平
等
や
様
々
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
課
題
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
や
、
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
が
労
働
者
の
相

談
機
関
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を

要
請
し
意
見
交
換
会
を
終
了
し

た
。

の
支
援
を
要
請
す
る
。ま
た
、三

好
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
、４
人
全
員
の
当
選
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
た
。連
合
徳
島
，

加
盟
各
組
織
か
ら
の
ご
支
援
、ご

協
力
に
感
謝
す
る
」と
の
発
言
が

あ
っ
た
。小
畑
青
年
委
員
長
が
、

組
織
拡
大
と
強
化
の
取
り
組
み
、

政
策
・
制
度
実
現
の
取
り
組
み
、

政
治
活
動
の
取
り
組
み
等
の
地

方
委
員
会
ア
ピ
ー
ル
（
案
）の
提

案
を
行
い
、採
択
さ
れ
、川
口
副

会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
の
後
、森

本
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で

地
方
委
員
会
を
閉
会
し
た
。
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アメリカ空軍嘉手納基地

住宅密集地にある在日米軍普天間基地

車椅子体験

徳島市身体障害者連合会
林理事長があいさつ 県民に訴える弁士ら

県民にビラとティッシュを配布

会員団体から２９人が参加

語
り
継
ぐ
戦
争
の
実
相
と
運
動
の

継
続
で
恒
久
平
和
の
実
現
を

●

「
全
国
一
斉
女
性
の
た
め
の

　
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」開
設
周
知

第
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

│
６
月
男
女
平
等
月
間
│

障
が
い
者
の
介
助
方
法
を
学
習

ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

平和行
動

in沖縄

　

ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」「
女
性
の
た
め
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」開
設
の
周
知
徳
島
駅
前
行

動
を
２
０
１
８
年
６
月
５
日
に

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
開
き
、各
構
成

組
織
か
ら
31
名
が
参
加
し
て
街

頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
布
活
動
を
実

施
し
た
。

　

冒
頭
、連
合
徳
島
森
本
会
長
か

ら「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
働
き
方
の
実
現
の
重
要

性
」と「
働
く
女
性
の
た
め
の
職

場
環
境
の
改
善
」を
求
め
訴
え
た
。 　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
藤
田

委
員
長
は
、働
く
女
性
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
、女

性
活
躍
推
進
法
や
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
の
施
行
等
の
法
整

備
が
進
ん
で
い
て
も
職
場
内
に

お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
等
に
関
す
る
相
談
が

増
加
傾
向
で
あ
る
現
状
と
、相
談

ダ
イ
ヤ
ル
の
事
例
を
紹
介
し
た

あ
と
に
、「
職
場
で
ト
ラ
ブ
ル
に

直
面
し
た
時
、一
人
で
解
決
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。そ
の
ト
ラ
ブ

ル
は
自
分
だ
け
で
な
く
、同
じ
職

場
で
働
く
仲
間
の
問
題
で
も
あ

る
。『
働
き
や
す
い
職
場
に
し
た

い
』と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
た

め
に
連
合
徳
島
は
働
く
人
の
応

援
団
と
し
て
問
題
解
決
に
取
り

組
む
。」と
訴
え
、６
月
15
日
と
16

日
の
両
日
に
開
設
す
る「
女
性
の

た
め
の
全
国
一
斉
集
中
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
帰
宅
途
中

の
市
民
に
宣
伝
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、民
間
大
手
部
会
川

口
議
長
、労
働
福
祉
団
体（
公
社
）

　

２
０
１
８
年
６
月
26
日
、
徳

島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安

全
セ
ン
タ
ー
第
17
回
総
会
が
開

か
れ
、
会
員
団
体
か
ら
29
名
が

参
加
し
た
。

　

総
会
は
大
谷
副
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
亀
田
理
事

を
議
長
に
選
出
し
た
。
冒
頭
、

新
居
理
事
長
か
ら
「
当
セ
ン
タ
ー

は
、
県
内
の
労
働
者
が
安
全
で

健
康
に
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
活
動
の
大
き

な
柱
で
あ
る
第
一
種
衛
生
管
理

者
養
成
講
座
の
開
催
、
優
良
事

業
所
見
学
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

安
全
衛
生
に
関
す
る
相
談
事
業

を
行
っ
て
き
た
。
今
年
は
第
13

次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
の

ス
タ
ー
ト
年
で
あ
り
、
現
状
と

徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
川

越
会
長
、国
民
民
主
党
徳
島
県
連

合
庄
野
代
表
か
ら
、「
男
女
が
共

に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
あ

り
方
」「
労
福
協
の
取
り
組
む
支

援
事
業
」「
国
民
民
主
党
の
政
策
」

な
ど
を
述
べ
た
。

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
、期
間
中

健
康
保
険
未
加
入
・
報
奨
金
未

払
い
・
雇
用
形
態
・
業
務
内
容

等
に
関
す
る
相
談
が
４
件
寄
せ

ら
れ
た
。

課
題
を
把
握
し
、
目
標
を
し
っ

か
り
と
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
ア
ス
ベ

ス
ト
な
ど
の
有
害
物
質
等
へ
の

対
策
に
全
力
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課
三
木
課
長
、
徳
島
県
商

工
労
働
観
光
部
労
働
雇
用
戦
略

課
阿
部
課
長
、
徳
島
産
業
保
健

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
吉
原
副
所

長
、（
公
社
）
徳
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
川
越
会
長
、
連
合
徳

島
森
本
会
長
よ
り
来
賓
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。
片
岡
専
務
理
事

が
「
２
０
１
７
年
度
活
動
経
過

報
告
、
収
支
決
算
書
、
会
計
監

　

２
０
１
８
年
６
月
30
日
、
徳

島
ス
ロ
ー
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・

あ
ゆ
み
園
に
て
、
第
18
期 

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座
の
第
２
回

講
座
を
開
催
し
、
構
成
組
織
等

か
ら
29
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
徳
島
市
身
体
障
害
者

連
合
会
・
林
理
事
長
よ
り
、『
世

論
調
査
に
み
る
障
が
い
者
問
題
』

と
題
し
て
、「
人
権
課
題
に
つ
い

て
関
心
が
あ
る
と
答
え
た
中
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
障
が
い
者

で
あ
っ
た
。
障
が
い
者
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
人
権
問
題
が
生
じ

て
い
る
か
で
は
就
職
・
職
場
で

の
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

障
が
い
を
も
っ
て
い
る
方
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
心
・

政
策
的
・
文
化
的
・
環
境
的
ケ

ア
に
よ
る
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
を
忘

れ
な
い
で
欲
し
い
。
障
が
い
者

と
普
通
に
接
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

あ
ゆ
み
園
・
浅
野
所
長
よ
り
、

支
援
事
業
の
紹
介
と
施
設
内
の

説
明
を
受
け
た
後
、
徳
島
市
身

体
障
害
者
連
合
会
運
営
協
議
会

委
員
の
上
山
さ
ん
か
ら
車
椅
子

の
使
い
方
を
説
明
、
な
の
は
な

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤

め
ら
れ
て
い
た
下
田
さ
ん
か
ら

白
杖
体
験
の
注
意
事
項
等
の
説

明
を
受
け
た
。
雨
天
の
た
め
、

あ
ゆ
み
園
１
階
広
場
で
の
車
椅

子
体
験
・
視
覚
障
が
い
者
へ
の

介
助
（
サ
ポ
ー
ト
）
訓
練
を
行
っ

た
。

 　
２
０
１
８
年
６
月
23
日
か
ら

24
日
に
か
け
て
「
２
０
１
８
平

和
行
動
ｉ
ｎ
沖
縄
」
が
実
施
さ
れ
、

連
合
徳
島
か
ら
は
、
３
人
が
参

加
し
た
。

　

23
日
、
15
時
よ
り
の
平
和
オ

キ
ナ
ワ
集
会
は
、
浦
添
市
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
全
国
の
構
成

組
織
・
地
方
連
合
会
か
ら
１
２

０
０
人
が
結
集
し
、
沖
縄
の
課

題
解
決
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

平
和
集
会
第
１
部
は
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
屋
良
朝
博
さ

ん
か
ら
、
沖
縄
基
地
問
題
に
つ

い
て
と
題
し
、「
沖
縄
の
米
軍
基

地
の
約
７
割
を
占
有
す
る
米
海

兵
隊
は
、

朝
鮮
半
島

情
勢
を
警

戒
す
る
た

め
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ

ア
か
ら
岐

阜
、
山
梨
、

静
岡
な
ど

に
配
備
さ
れ

た
。
す
る
と

本
土
で
反
基
地
運
動
が
激
し
さ

を
増
し
、
56
年
に
米
軍
の
占
領

下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
移
転
し
て

き
た
。
政
治
的
な
理
由
で
、
海

兵
隊
は
沖
縄
に
押
し
込
め
ら
れ

た
。
こ
れ
が
史
実
だ
」
等
の
基

調
講
演
を
受
け
た
。

　

第
２
部
の
平
和
式
典
で
神
津

連
合
会
長
は
、「
沖
縄
の
抱
え
て

い
る
問
題
は
、
日
本
人
全
体
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
平
和
行
動
ｉ
ｎ
沖

縄
を
通
じ
、
五
感
で
感
じ
た
沖

縄
の
歴
史
と
実
情
を
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
職
場
に
持
ち
帰
り
、

運
動
と
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

24
日
は
、
米
軍
基
地
コ
ー
ス
、

南
部
戦
跡
コ
ー
ス
に
別
れ
、
ピ
ー

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
施

さ
れ
た
。
嘉
数
高
台
か
ら
一
望

し
た
普
天
間
基
地
は
、
宜
野
湾

市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
航
空

機
騒
音
の
発
生
、
墜
落
の
危
険

性
を
抱
え
る
基
地
問
題
の
象
徴

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
が
、
過

去
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落
事

故
が
発
生
し
た
沖
縄
国
際
大
学

等
の
文
教
地
区
を
含
む
、
住
宅

密
集
地
に
あ
り
、
決
し
て
他
人

事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
と

実
感
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

各
班
の
報
告
で
は
、「
視
覚
障
が

い
の
方
を
介
助
す
る
際
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
信
頼
関

係
な
ど
意
外
に
知
ら
な
か
っ
た

誘
導
の
仕
方
に
つ
い
て
大
変
勉

強
に
な
り
、
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
」「
障
が
い
者
の
方
が
困
っ

て
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
声
掛

け
を
し
て
い
く
」「
障
が
い
者
の

方
々
へ
の
差
別
に
つ
い
て
考
え

た
い
」
等
の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。

査
報
告
（
岩
生
監
事
）、
２
０
１

８
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
予
算

（
案
）、
定
款
の
変
更
」
な
ど
を

提
案
し
、
全
員
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。
吉
野
副
理
事
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
で
第
17
回
総
会
を

終
え
た
。
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